
 

 
2021年10月29日 

各 位 

会 社 名 京 成  電 鉄 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 小 林 敏 也 

（コード番号 ９００９ 東証第一部） 

問 合 せ 先 

総務部総務・法務課長 倉 形 大 祐 

（ＴＥＬ．０４７－７１２－７０６１） 

 

剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想に関するお知らせ 

 

当社は、2021年10月 29日開催の取締役会において、下記のとおり、2021年９月30日を基準日とする剰余金

の配当（中間配当）及び期末配当予想について決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 中間配当の内容 

 決 定 額 
直近の配当予想 

（2021年７月30日公表） 
前 期 実 績 

(2021年３月期) 

基 準 日 2021年９月30日 同左 2020年９月30日 

１株当たり配当金 ８円50銭 未定 ８円50銭  

配 当 金 総 額 1,451百万円 ― 1,451百万円 

効 力 発 生 日 2021年12月２日 ― 2020年12月２日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

２．期末配当予想の内容 

 
年間配当金 

第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 発 表 予 想 

(2021年７月30日公表) 
未定 未定 未定 

今 回 修 正 予 想  ８円50銭 17円00銭 

当 期 実 績 ８円50銭   

前 期 実 績 

(2021年３月期) 
８円50銭 ８円50銭 17円00銭 

 

３．理由 

当社は、今後の事業展開と経営基盤の強化安定に必要となる内部留保資金の確保や業績等を勘案しながら、

株主の皆様に安定的かつ継続的に利益還元していくことを基本方針としております。 

2022年３月期の配当予想については、新型コロナウイルス感染症の影響により連結業績予想の合理的な算

定が困難であったことから未定としておりましたが、当期の第２四半期連結業績及び連結業績予想を踏まえ、

厳しい状況であるものの、上記基本方針に則り以下のとおり決定いたしました。 

2022年３月期の１株当たり中間配当金につきましては、前期実績と同額の８円50銭とすることといたし

ました。また、期末配当予想は、前期実績と同額の１株当たり８円50銭とすることといたしました。これに

より、１株当たり年間配当予想は、17円となります。 

 以 上 


